
平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

 現在、当社グループにおいては、WEBメディア事業と着うたフル配信サービスが収益拡大のけん引役となっています。平成21年３月期第

２四半期累計期間において、WEBメディア事業については「Yahoo! JAPAN」及び「mixi」へのエンタテインメント系ニュース提供を継続的に

強化したことによって当社グループサイトへのユーザー誘導が促進され、WEB広告の販売が好調に推移し、その売上高が期首の計画を

上回りました。また、着うたフル配信サービスについても、売上の増加が第２四半期に入って顕著となり、９月からユニバーサル ミュージッ

ク株式会社の楽曲が配信楽曲に加わったことも影響して、売上高が計画を上回りました。さらに、当社グループ全体のコストも、管理をさら

に徹底させたこと等が奏功し、期首の計画より抑えられました。これらのことを主な要因として、平成21年３月期第２四半期累計期間の連

結の売上高、営業利益、経常利益が、期首の予想数値を上回りました。 

 

 平成21年３月期の第３四半期以降についても、WEBメディア事業やモバイル事業など当社グループの基幹事業は、現状において景気後

退の影響を受けておらず、堅調に推移しております。特に、WEBメディア事業においては、収益の源泉となるサイト来訪者数が平成20年10

月度にＰＣ向けサイトが1,350万４千人（前年同月比30.6％増）、モバイル向けサイトが428万４千人となって共に過去最高を記録し、さらに

月間ページビュー数も合計で1億8,345万５千となって、こちらも過去最高となるなど、第３四半期に入っても成長が続いています。一方、費

用面においては、各事業における原価及び営業費用、並びに内部統制関連を含む管理系コストも、依然抑えられて推移しております。従

って、平成21年３月期の下期（第３四半期及び第４四半期）の業績は、ほぼ期首の予想通りに推移する見通しです。 

 

 以上のことより、平成21年３月期通期の連結業績予想については、平成21年３月期第２四半期累計期間の実績が期首予想数値を上回

った差分を考慮し、上記のとおり修正いたします。 

 

 また、新規に立ち上げている書籍ランキング事業については、音楽ソフト・映像ソフト・書籍のマーケティングデータをオンラインで提供す

る「ORICON BiZ ONLINE」として平成21年３月期第４四半期にサービスを開始しますが、平成21年３月期通期の連結業績予想においては

立ち上げ費用のみを計上し、売上については現状での計画に盛り込んでおりません。 

 

 なお、上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づいて算出しており、実際の業績は今後の様々な要因により異なる場合があ

ります。 

 

  
以 上

平成20年11月11日
各 位 

上場会社名 オリコン株式会社

代表者 代表取締役社長 小池 恒

（コード番号 4800）

問合せ先責任者 執行役員企業広報部長 日高輝明

（TEL 03-3405-5252）

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年7月28日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,100 430 350 384 2,456.24

今回発表予想(B) 5,140 510 400 400 2,557.90

増減額(B-A) 40 80 50 16 ―――

増減率(%) 0.8 18.6 14.3 4.2 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

5,824 190 53 △600 △3,844.23


